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ごあ いさつ 

一言 御 あ いさつさせて 頂きます。 

先づ ，前回の学術学議の 登録に当たり ， 私 ，会長と致しまして 手続 き 上の遅延のため ，道学会 

は学術会議の 登録団体として 認可されず，連絡団体として 止まっておりました。 これはひとえに 

  

私の責任であ り，会員の皆様にも 多大の御迷惑をおかげ 致し，申しわげない 事と存じて居りまし 

ナ， Ⅰ O 

極めて喜ばしい 事に，麦蝉幹事長以下の 御骨折りにより ，今回，学術会議より ，正式の登録 団 

体 として認める 旨 ，報告が御座屈ました。 ここに会員の 皆様にお知らせすると 共に，事務的な 折 

衝に多大の労力を 費して下さいました 学会事務局の 方々を始めと 致しました関係各位に 厚く御礼 

申しあ げる次第です。 

今年度の大きな 懸案になっておりました ，私達の学会誌， Development Growth and Diff 巳 

rentiation の海外頒布の 件に関しましては ，今年度総会で 会員諸兄姉の 御 賛同を得ました 後， 安 

増 幹事長以下当該の 委員の方咬を 中心に，学会 セ ソタ 一 並びに アカヂ ミックプレスと 折衝して 参 

りました 0 このたび，正式の 契約が成立することになり ，来年度 よ り， D. G. D の海外での 頒 

布は ， A. P. が積極的 E 拡大してゆく 方針です。 私と致しましては ， これを一の ステ " プとし 

て， 益々 D.G.D の声価を海外に 流布できればと 考えて居る次第です。 契約までの御足労に 対し 

て ，関係各位に 厚く御礼申しあ げると共に，会員諸兄姉の 益々の D.G.D への 御 支援をお願い 申 

しあ げます 0 

本年度は，岡田節人国際発生生物学会会長をリーダーとする 第 10 回国際発生生物学会がロス・ 

アンジ，ルスで 8 月の初めに開らかれ ， 目木から多数の 会員が参加され ，その活躍は 極だったも 

のがあ ったと存じます。 日本発生生物学会といたし 立して大変 御 同慶の至りと 存じて居ります。 

昭和 60 年 11 月 

会長 加 藤 淑 裕 

第 mg 回大会の御案内 

第 19 回の大会を， 1986 ボ ・ 5 月 15 日 ( 木 ), 16 日 ( 金 ), 17 日 ( 土 ) の 3 日間，筑波大学・ 大学会館 

( 茨城県新治郡 桜村 ) で行 う ことになりました。 一般演題 ( 口演およびポスタ 一 ) と ワークシ， 

" プ などの企画を 募集しています。 詳細はすでにお 送り致しました 別紙大会案内をご 覧下さい。 

多数の会員の 御参加をお待ちしております。 

筑波大学生物科学系 

第 19 回大会準備委員会 

委員長 波 逼 浩 
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第 10 回国際発生生物学会議を 終って 

第 10 回の国際発生生物学会の 会議をロス ・アソジェル ス で開催しました 節は，非常に 多くの 

日本からの参加を 頂き学会の責任者として 私から心からお 礼を中上げます。 会議主催者の Dr. 

SlaVkin も，かくも多数の 日本人の参加のあ ったことを非常に 喜んでおり，改めて 日本の研究の 広 

がりと，この 学会への大きな 関心に感銘を 受けておりました。 私が，この学会の 会長として勤め 

る 任期もあ と 9 ケ 月を残すのみとなっておりますが ，日本の方々がかくも 本学会の行事に 関心を 

寄せられ，かつ 支持して頂いていることを 現実に実感し 大変に嬉しく ぽ 、 っております。 

この機会に私の 日本の発生研究者に 対しての希望を 二つ端的に記させて 頂 ざます。 第一は ，わ 

が 国の研究のレベルを 質と量についての 客観的な自己評価です。 もし， 国 単位でい 5 ならば， ア 

パ リ ヵ 合衆国を除けばわが 国ほど多数の 研究者のあ る国は他にはあ りますまい。 このことは単に 

今回の会議がロス・アソ ジ ，ルスという 割合近接の地で 開催されたので ，参加者がアメリカ 会衆 

国 についで多かったからというのではあ りません。 どの面からしても 疑 う 余地のない客観的な 事 

実であ ります。 その質についてはどうであ りましようか ?  どの研究も，なんらかの 意味でオリ 

ジナルであ り，すべてが 揃ってあ るレベルに達したことを 私たちはやっています。 このことも客 

観的にみて事実であ ります。 

しかし，残俳なことながら 真に突出したというべ き 研究の数は少ないのであ ります。 つまり多 

くの研究者が 国際的に関心をもち ，現在の状況に 応じてその急速な 展開を競っているような テ一 

マ について，わが 国の研究者なしには 進みに支障のあ るような例が 多くはみられないのは 事実だ 

といわざるを 得 ません。 この点について ，今後の努力を 期待しましょう。 若い世代の方の 研究の 

推進は必須です。 しかしながら ，ボスの方々が 自らの過去の 栄光にとらわれることなく ，自らと 

一心同体のものとして 若い世代の方の ， 新しいアプローチを 促進することがより 基本的だと 届 け 

のですが   0 
第二は，今回の 会議においてそのことが 明らかにされています よう に，いわゆる 開発途上国の 

研究者の発生研究への 関心が顕著に 増大していることであ ります。 わが国の研究のレベルを 考え 

るとき，私たちのころした 方々への責任は 重大だといわざるを 得 ません。 特に，日本という 国の 

地理的位置を 考慮するとこのような 世界的傾向に 対して，私たちのもつ 役割は大きいと 思います。 

どうも私たちは 外国とか国際とかいうと 学びとる方向ばかりに ，余りにも長くならされてぎまし 

た 。 逆の方向の経験は 殆んどないのです。 これから私たちが 目指さなければならない ，真にオリ 

ジナルな突出した 研究とい 5 ようなものも ，学ぶことと ，学んでもら ぅ ことと両面の バラソス の 

とれた活動があ ってこそ実現し 得ると思うのですが 一 。 ここ 一 ，二年間に中国とイソ ド とが， そ 

れぞれの国で 初めてのことですが 発生研究についての 国際的な会合の 開催をします。 わが国の研 

免者が ， p ス ・アソ ジ ，ルスの会議と 同じく，これらの 会合に関心を 寄せられる ょ ， 5, 現在の私 

の 立場からお願い 致します。 

来年 8 月以後の 4 年間は，国際発生生物学会の 会長は，フラノ ス の LeDou ㎡ n 夫人が就任さ 
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RNA を注入し，突然変異体と 同じ形質発現を 行なわせるこ 円ま， 他のグループが Nature 誌で発 

表ずみだが，脊椎動物の 発生過程に用いて 成功した話は ， 私の知る限りこれが 初めての報告だと 

は、 う 。 もっとも， Gilvla らは牛の レソズ ギャ " プ ジャンクシ， ソ 遺伝子の ア ソチセンス RRNA, そ 

れ もたったの 14mer の合成ヌクレオチドをゼノパスの 割球に ぅ って，レンズだ け 欠損したおたま 

じゃくしができたという 報告をしたわげで ， 合 ひとつその真偽のほどを 疑 う 人もいる 0 が，とにも 

かくにも， ア ソチセンス RNA を発生初期の 個体性微量注入し ，それに対応する 遺伝子の発現 ぜげ 

をおさえる手法は ，今後の発生生物学の 研究に欠かせない 技術になることは 間違いないといえる。 

も う ひとっは， Gehrine の発表の中でみられたもので ，彼は発表の 最初に奈良の 大仏のスライ 

ドを映し，その 後に台座にいる 8 本足の蝶を見せ ，日本には古代から homeoticmutant の記載 

があ ったという余裕のあ る発表を行なったが ，発表の最後に ，緑の縞紋様に 染まる シ 。 ウジ， ウ 

バェ胚を見せてしめくくった。 これは，頭が ftz 遺伝子，胴体が P-gal 遺伝子というキメラ 遺伝 

子を P ヱ レメントで導入し ， ftz 遺伝子の発現が ， stage.space 特異的であ ることを示したもの 

だが，その結果の 表現の見事さに ，改めて P-gal 遺伝子活用の 威力が印象づげられた。 この 肝 gal 

遺伝子を用いる 手法は，簡単かつ 迅速で美しいとい 5 三拍子揃った 手法であ り，今後，発生生物 

学研究の分野で 重宝されることは ，これまた間違いないといえる。 

今大会は参加者 900 人中約 70 人までを日本人が 占め，日本の 発生生物学者の 海外進出を強く 印 

象づげた大会だったといえる 0 しかし，残俳ながら ， パ イソシソポジウムでのスピーカーは 竹 両 

雄彼氏一人という 寂しさであ った。 仝後，日本においても ，発生生物学の 発展に大きく 貢献する 

ような独創的研究が 次から次へと 伸びていくことが 望まれる。 

最後に， 成茂 寄付金に よ る I SDB 参加旅費援助に 心から感謝し ，私自身の発表においても 大 

きな成果が得られたことを 報告し終わりにしたいと 思います。 

金谷記念号の 編集を終えて 

平 木 幸 男 

昨年 2 月 13 日に亡くなられた 金谷晴夫博士を 記念して DGD に記念号を出すことは 昨年 5 月の 

編集委員会，運営委員会で 決定されました。 編集委員としては 平本幸男，片桐千明，岸本 健雄 ， 

毛利秀雄，長浜嘉章， Thomas E. Schroeder, 白井浩子，山名清隆の 8 名が選ばれ，委員長は 

私が務めることになりました。 記念 号 には第 27 巻第 3 号をあ て，金谷博士に 研究分野の近い 方々 

の 論文約 20 篇をのせることにしました。 編集委員が相談して ，国内国外あ わせて 20 名余りの方々 

に 投稿の依頼をした 結果， Wg 篇の論文が掲載されて 本年 7 月に刊行されました。 この間，投稿の 

遅れなどによって 発行が予定日より 2 ケ 月も遅れ，山名編集主幹をはじめ DGD の編集発行にあ 

たられる方々にたいへん 御 迷惑をかけ，また 会員の方々に 会誌がとどくのが 遅れたことをおわび 

申し上げます。 しかしそれ以外の 点では大過なく 記念 母 が完成したことで ，私どもとしてはひと 

安心しています。 記念 号 編集にあ たっては委員の 方々 ， 特に投稿の依頼， 督速 ，その他投稿者と 

の 連絡などにお 骨折いただいた 長浜嘉幸氏，覚国人への 投稿の依頼や 英文の校閲などの 点で多大 
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の 直力むいただいた Thomas E. Schr0eder 氏，追悼 文 をお書きいただいた 毛利秀雄氏， DGD 

編集主幹としてさまざまな 点でお世話になった 山名清隆氏に 心からお礼申し 上げます。 
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員の名前を示します ( 敬称略 ) 。 

青木清，上野俊一，内田照章，江上信雄，岡田節人，片桐千明，越田 豊 ，小林英司，佐藤英 美 ， 

増山正雄，関口 晃 日高橋景一，日高敏隆，平本幸男，丸山工作，森田腔道，吉田正夫 0 

学術会議は本年 7 月 22-24 日の総会，部会にひきつづき ， 10 月 日にも総会および 部会を 

開いて第 13 期の活動計画を 決定し，これにそって 活動を開始しました。 活動計画の内容について 

は 学術会議の広報委員会がまとめた 記事 ( 本号掲載 ) をごらん下さい。 

研 連を含めての 学術会議の最も 重要な役割のひとつは 科学老を代表してその 意志を行政当局に 

伝え，それが 学術体制，研究費，国際学術交流などさまざまな 面の施策に反映してもら 5 ことに 

あ ると思います。 学術会議が発足した 当初はその勧告や 意見がかなりの 程度まで行政に 反映され 

ていましたが ，その後行政当局との 間の相互信頼が ぅ すれて勧告もとりあ げられるものが 少なく 

なり，いっぱ 5 科学者側の学術会議ばなれがおきて 今回の改革の 原因にもなりました 0 新しい制 

度で出発した 学術会議としては ，行政当局と 科学者の両方に 対して 夫 なわれた信頼関係を 回復し， 

本来の役割を 有効にはたすことが 重要であ ると考え，今後この 点について着実に 努力してゆく つ 

もりです。 新しい制度では 会員や研 連 と個々の科学者との 関係は学協会を 通して従来よりも 密接 

になる よう 定められています。 日本発生生物学会会員の 皆様はこの ょう な点を理解されて 日本学 

術会議をもり 立てていただきたいと 望んでおります。 

平 本 幸 男 ( 第 13 期日本学術会議会員 ) 

新しい袋に新しい 酒を 

一一日本学術会議第 98 回総会 ( 臨時 ) 報告 - 一一 

日本学術会議広報委員会 

第 13 期会員は，登録学術研究団体を 基礎とする推薦制度に 基づく最初の 学術会議会員であ る。 

この新しい第 13 期会員に よ る初めての総会一第 98 回総会一が， 7 月 22, 23, 24 の 3 日間， 本 会議 

講堂で開かれた。 

0  三役選出 

22 日 ( 月 ), 午前中の新会員任命 式 に続いて， 13:00 から三役，すなわち 会長及び 両 副会長の選 

出 が行われた。 ( 当選が決まるためには 過半数の票が 必要で， 自由投票 3 回で決まらない 場合に 

は， 3 回目の上位 2 人を候補者として 決戦投票を行 5 内規になっている。 ) まず会長選挙が 行わ 

れ，第 1 回目は近藤次郎第 5 部会員を始め 20 名近くが選ばれ ， 2 回目， 3 回目とも過半数をとる 

者がなく，近藤会員と 八十島義之助第 5 部会員の決戦投票となった。 有効投票数 196 票のうち近 

藤会員 138 票・八十島会員 RS 票 とい 5 開票結果で，近藤次郎会員が 第 m3 期日本学術会議会長に 選 

ばれた。 続いて人文科学部門の 副会長の選挙に 移り， 2 回目の選挙で 中川秀本篇 1 部会員が選ば 

れた。 自然科学部門の 副会長としては ， 3 回目の選挙で 八木国夫第 7 部会員が選ばれた。 新三役 

による就任挨拶があ って，第 1 日目の総会は 終わった。 終了後ただちに 各部会が行われ ，各部の 

部長，副部長，幹事が 選ばれた。 別表に第 13 期役員の氏名・ 所属部・関連 研 連を示す。 

  

  

  

 
 

 
 

 
  

 



  

0  第 12 期活動報告など 

2.3 日 ( 火 ) 10:00 ， 2 日目の総会が 始まった。 初めに塚田裕二第 12 期会長から第 12 期における活 

動報告がなされ ，若干の質疑を 経て承認された。 近藤会長から 第 12 期会員の活動に 対して感謝の 

意 が表され，盛大な 拍手が塚田双会長に 送られた。 続いて，今期の 会員推薦管理会から 小谷正雄 

委員長の代理として 推管 室長が推薦を 決定する立での 経過報告を行った。 提案審議に入り ， 「 第 

m3 期活動計画委員会の 設置及び各種委員会の 当面の措置について」を 各部に審議付託し ，明日の 

総会で審議する 旨 ，近藤会長から 発言があ った。 

0  第 13 期活動計画委員会の 設置及び各種委員会の 当面の措置について 

24 日 ( 水 ) 10:00 ，定刻どおり 3 日目の総会が 始まった。 まず，第 13 期活動方針の 立案を目的 

とする臨時の 委員会として 活動計画委員会を 次の総会までの 間設置するという 議題が，各部での 

前日における 検討を経て，近藤会長に よ り原案が提示され 審議された。 委員会の構成，開催回数， 

運営の仕方等についての 質疑が活発に 行われた後，第 3 部会員からの 修正提案，すなわち 原案に 

おける名称及び 目的のところを「第 13 期の活動に関する 基本的計画を 立案するため ，日本学術会 

議決第 15 条の 2 に基づく臨時の 委員会として ， " 第 13 期活動計画委員会 " を第 99 回総会までの 間 ， 

設置する。 」 とい 5 よう に修正する案がまず 可決された。 また， 代理あ るいはオブザーバーも 委 

員会出席が可能 E なる ょ 5 に明記すべきであ るとい 5 意見もあ ったが，委員会の 運用に当たって 

その趣旨が生かされれば ，特に修正提案はしない 旨の発言があ り，了承された。 その後，それぞ 

  

れの常置委員会の 業務等で緊急を 要するものは 暫定的に会長と 副会長が処理すること ，国際協力 

事業特別委員会に 限り暫定的に 従来どおりの 構成に基づいて 設置することを 含めて，議題全体の 

採決に入り，圧倒的多数で 可決され，第 3 日目の総会は 終了した。 こうして 第 1.3 期の活動は始ま 

った 。 会員の出席率 は 第 1 日目 94.8%, 第 2 日目 95.2%, 第 3 日目 95.2% であ った。 

0  総会の横顔 一 総理大臣による 任命式など 

第 98 回総会に先立ち ，第 13 期日本学術会議会員の 任命 式が 7 月 22 日 ( 月 ) 11:10 から総理大臣官 

邸ホールで行われた。 新会員予定者は 一旦総理府の 講堂に集合し ，それから 5 台の " ス に分乗し 

て官邸に到着した。 辞令交付 は 各部別 E 行われ，まず 第 1 部の氏名が順次読み 上げられ，部を 代 

表して中川秀 恭 会員が中曽根康弘内閣総理大臣から 辞令を受領した。 以下 2 ～ 7 部の会員に対し 

ても同様に辞令交付が 行われた 02 ～ 7 部の代表者は 次の方々であ った 02 部一小山昇， 3 部一山 

城章 ， 4 部一波 逼格 ， 5 部一松本正， 6 部一三村耕， 7 部 一 亀谷哲治。 その後，総理大臣から 第 

13 期会員に対する 期待をこめた 挨拶 と ，最年長の中川第 1 部会員が会員を 代表して国民の 期待に 

応えたい旨の 挨拶があ り， 11:38 任命式は終了した。 なお， 出席会員 は 196 名であ った。 

23 日には，午後の 各部会終了後 18:00 から，藤波内閣官房長官主催による 歓迎パーティーが 総 

理 府の講堂で行われた。 松永文部大臣，伏見・ 久保元学術会議会長，和達元学士院長，小谷推薦 

管理会委員長竿 も ，新会員とともに 招待され，出席された。 藤波官房長官の 挨拶で始まり ，学士 
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院からほ有沢学士院長の 代理として木村先生による 祝辞，近藤会長によるユーモア たっ ぶりの答 

礼の挨拶と続き ，増田学術振興会会長の 乾杯の音頭で 招宴が開始された。 各所で活発に 歓談が行 

われ，友好的雰囲気の 中で盛大な パ ）ティーを閉じた。 

会 長 
自然科学部門 

人文科学部門 副 会 長 副 会 長 

近 藤 次 郎 中 川 秀 恭 八 木 国 夫 
(5 部・経営工学 ) (1 部・宗教学 ) (7 部・生化学 ) 

  

  

  

長 部 副部長 幹 事 幹 事 黒歴 部 1 寛学 ） 山羊 輝文 （ 田俊 史 沢恒 信 学 ) 

小林孝輔 谷川   架彦 室井 カ   
亜目 

置塩 信雄 染谷恭次郎 藤井 隆 
                        学 )( 経済理論、 lf)( 会計学 0( 経済政策 ) 
  有 馬 朗 人 大 木 道 則 部 波 （ 田化 丸 識 三学 ） ( 分子生物学 違 格 )  ( 物理学 )  ( 科学教育 ) ） 部 博学 5 藤 り 室戸 高工 % 雄 （ 米材 回籾 事二 夫 学 ） 瀬報 工 源開 発 梅 工学 太郎 ) 

耕   江川友治飯田 格   日比谷 京 部 6 三村 ( 農業総合科学 )  ( 土壌肥料学 0  ( 植物防疫 )  C 水産学 ) 
高久史麿 継 部 和 7 間 理 三科 郎学 ） 晴 施薬 ） 目今 共 学 ) ( 血液学 ) 

人類の永続的繁栄のために 創意を 
一日本学術会議第 99 回総会報告一一 

日本学術会議広報委員会 

日本学術会議第 99 回総会 ( 第 13 期・第 2 回 ) は， 10 月 日の 3 日間開かれ，今期の 活動計 

画並びに f 常置委員会・ 8 特別委員会の 設置を決定した 0 

第 1 日，午前。 まず会長ょ り ，第 13 期活動計画委員会などの 諸委員会が設置されたこと ，科学 

技術会議・日本学術振興会などに 関係する諸事項，及び 本会議が主催した 国際的学術会議に 関す 

ることなどが 報告され，続いて 広報委員会・ 財務委員会などに 関する諸事項がそれぞれの 担当者 

から報告された。 

活動計画案・ 委員会設置案の 提案 

諸報告の後，引き 続き近藤会長が「第 13 期活動計画 ( 案 ) 」並びに委員会の 設置に関する 3 つ 

の 提案について 提案説明を行った。 第 13 期活動計画は ，全学問的視野に 立つこと， 研連 活動を強 

化すること，国際協力を 拡大すること ，創造性豊かな 研究を発展させること ，という 4 つの視点 

に立って立案されており ，今期の活動の 重点目標として ㈲人類の福祉・ 平和及び自然との 係 わ 

りにおける科学の 振興， (2 側道性豊かな 基礎的研究の 推進と諸科学の 整合的発展， (3@ 荷研究の 

国際性の重視と 国際的視野の 確立，の 3 つを掲げているひまたさらに 今期中に報告・ 提言などの 
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形で何らかの 成果を得べ き 課題として，それぞれの 重点目標の下に 合計 18 のサブテーマを 設定し 

ている。 常置並びに特別委員会は ， この活動計画に 基づいて会員が 活動する主要な 場であ るが， 

過去の数 期 にわたってほとんど 不変であ った常置委員会に 関してもかなり 大きな改変を 加えてい 

ることが今回の 提案の特色であ る。 

第 1 日，午後。 各部の部会が 開かれ，午前中に 提案された議案の 審議が行われた。 提案された 

議案の内容は ，活動計画委員会が 二 か 月以上かかって 審議を重ねて 作成したものであ り，またそ 

の間に 2 回の連合部会及び 部会を開いて 各部の意見を 聴 き ，その上で調整したものであ る d した 

が つて ，この日の部会では 慎重に最終的審議が 行われた。 

活動計画案・ 委員会設置案の 採決・決定 

第 2 日，午前。 前日提案説明の 行われた四つの 提案にっき，一部の 字句修正が行われた 後， 採 

決を行い，いずれもほとんど 満場一致に近い 圧倒的多数の 賛成で可決された。 常置委員会の 組織 

変えに関する 第 3 の提案は，会則の 一部改正であ るから， 3 分の 2 以上の賛成者を 必要とするも 

のであ るが，挙手による 採決でも疑問の 余地のない賛成多数で 可決された。 このよ 5 な結果にな 

っ たのは，活動計画委員会及び 部会の審議が 積み重ねられ ，その間に原案が 何度も書き改められ 

て会員のほとんど 全員が承認できる 内容にまで仕上げられたものが 総会に提案されたからであ る 

と考えられる 0 なお，この決定によって 設置されることになった 委員会は次のとおりであ る。 

常置委員会 

第 1 常置委員会一研究連絡委員会活 動 活性化の方策及び 日本学術会議の 組織等に関すること。 

第 2 常置委員会一学問・ 思想の自由並びに 科学者の倫理と 社会的責任及び 地位の向上に 関す 

ること。 

第 3 常置委員会一学術の 動向の現状分析及び 学術の発展の 長期的動向に 関すること。 

第 4 常置委員会一創造的研究醸成のための 学術体制に関すること 及び学術関係諸機関との 連 

携 に関すること 0 

第 5 常置委員会一学術情報・ 資料に関すること。 

第 6 常置委員会一国際学術交流・ 協力に関すること。 

特別委員会 

医療技術と人間の 生命特別委員会 

生命科学と生命工学特別委員会 

高齢化社会特別委員会 

生物資源・食糧と 環境特別委員会 

資源・エネルギーと 文化・経済・ 環境特別委員会 

高度情報社会特別委員会 

国際的学術研究機構特別委員会 

国際協力事業特別委員会 
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「総会中の自由討議」行わる 

第 2 日，午後。 「老化に関する 研究動向と高齢化社会問題」をテーマとして ，まず八木国夫第 

7 部会員 ( 生化学 ) の「老化に関する 研究動向」と 那須宗一第 1 部会員 ( 社会学 ) の「人口の老 

化の研究動向と 高齢化社会の 研究課題」とい 5 二つの講演が 行われ，引き 続きティス カ " サント 

として，一番 ケ瀬 康子第 1 部会員が社会福祉の 立場から，大川政三第 3 部会員が財政学の 立場か 

ら ，原沢道美第 7 部会員が老人医学の 立場； 、 ら ，それぞれの 見解を述べた。 

第 3 日。 午前に常置委員会，午後に 特別委員会が 開かれ，それぞれ 委員長・幹事を 選出し， 今 

後の審議予定について 協議した。 

こうして第 13 期日本学術会議は ，その実質的活動の 緒についたのであ る。 総会の出席率は ，第 

1 日 88.6%, 第 2 日 89.5%, 第 3 日 83.3% であ った。 

( 広報委員会 ) 

昭和 61 年度生物科学・ ロ ・国際交流研究員 

先般 イ ソフォメーシ ， ソ サーキ， ラ 一でご依頼しました 生物科学・ ロ ・国際交流研究員候補者 

の推薦は 9 月 30 日で締め切らせていただき ，応募された 候補者の資料にもとず き ， 10 月 23 日に 圃 

基金実行委員会で 選考作業を行いました。 その結果，お 茶の水女子大学理学部生物学教室の 豊島 

陽子氏を昭和 61 年度の国際交流共同研究員に 決定いたしましたのでお 知らせいたします。 同氏は 

Stanford 大学の Dr. Spudich の研究室で、 オシ ン をコート した プラスチックビーズとアクチン 

の相互作用の 解析やその方法論をダイニン 微小管に適用した 運動糸の解析を 予定されています。 

なお，アメリカからの 交流研究員候補者についてはアメリカ 委員会で 11 月中に内定される 予定 

です。 

凰 基金による国際交流共同研究は 皆様方のご支援によってすでにアメリカから 2 名 (M.pratt 

M. porter) 日本から 5 名 ( 田中裕一郎，浜口幸久，増田道隆，丸山好彦，沢田知夫 ) を数えま 

す 。 今後更に若手研究者の 交流を盛んにするために 皆様方の一層の 御支援をお願い 致します。 

回 基金国際交流実行委員会 

選考委員会 岡 崎 房 代 

加 藤 淑 裕 

酒 井 彦 一 

國 勝 磨 

能 村 堆 子 

平 木 幸 男 

毛 利 秀 雄 

安 堵 郁 夫 
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「器官形成研究会」発足のおしらせ 

八 杉 貞 雄 ( 東大・ 理 ・動物 ) 

上記研究会が ， 下の趣旨によって 発足しました。 入会御希望の 方や関心のおあ りの方は，事務 

局へ 御 問い合わせ下さい。 

  

  

一極 意 書 一 

近年の細胞生物学の 進歩には， 自 覚ましいものがあ ります。 細胞を生体外に 取り出して，その 性 

質を調べることは ，ハリソン及び ヵレル に源を発しますが ，細胞運動，組織間相互作用，形態 形 

成などの生物学の 諸現象が，細胞の 持つ固有の性質で 説明されようとしています。 

また，最近の 生化学，分子生物学，細胞生物学の 成果は， LifeScience あ るい ほ ， 別 otechn0- 

logy  といった呼び 名で社会的にも 関心を集め，これらの 成果を社会生活のなかに 積極的に還元 

していこ う とする時代になってきました。 これは，医学，歯学，薬学，工学，理学，農学などの 

関連各領域の 研究者における 共通した認識であ ると考えられます。 

さて，高等生物をみる 時 ，生命の諸現象の 発現の場は，細胞の 集団の場としての 組織あ るいは 

器官であ り，これは生体の 機能的および 構造的基本単位であ るといえます。 この基本単位を 構築 

するために，生物は ，細胞分化，細胞運動，細胞認識といった 細胞固有の性質に 立脚した形態形 

成・器官形成と 呼ばれるからくりを 持っています。 このからくりを 解き明かす事は ，現代生物学 

に課せられた 主要な課題の 1 つでもあ ります。 この基本過程の 解明は，社会生活への 影響もまた 

大きいと考えられます。 性能の良い細胞組み 込み型人工臓器の 開発への道を 開 き ，医療のみなら 

ず ， Biote ㎝ nology 関連領域への 貢献も大きいと 考えられますし ，また物質代謝研究領域への 新 

しい実験糸の 導入にもつながります。 

このような認識のもとに ，器官形成に 関心を持ちつつ ，現在，諸学会で 活躍している 研究者が 

集まり，それぞれの 固有の立場から 研究の成果を 発表し，情報交換および 親睦を深めるための 研 

究会を持つことになりました。 器官形成学の 確立と発展に ，基礎，応用研究を 問わず，また 従来 

の 専門分野の枠にとらわれず ，関心を持つ 研究者の参加をお 願いしたいと 思います。 器官形成に 

関係の深い細胞生物学，発生生物学，医学，歯学，農学，さらに 器官構築に関係する 天然高分子 

領域および合成高分子領域の 研究者の活発な 交流の場として 発展させていぎたいと 考え，皆様の 

積極的 ご 賛同をお願い 致します。 

1985 年 6 月 22 日 

顧 問 

藤 m 学園保健衛生大学医学部 岡 達 

東京女子医科大学 桜 井 靖 人 

北里大学医学部 塩 谷 信 幸 

東京医科歯科大学難治疾患研究所 永 井 裕 
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東京大学理学部 水 野 丈 夫 

発起人 

東京農工大学工学部 赤 池 敏 宏 求 

名古屋大学医学部 岩 田 久 

東京医科歯科大学歯学部 江 藤 一 洋 

名古屋大学医学部 上 田 美 ホ 

東京女子医科大学 大河原 久 子 

東京医科歯科大学歯学部 久保木 背 徳 水 

群馬大学内分泌研究所 近 藤 洋 一 

北里大学医学部 佐々木 憲 一 

岡山大学温泉研究所 野 一色 康 晴 

東京医科歯科大学難治疾患研究所 畑 隆 一 郎 求 

日本医用高分子材料研究所 宮 田 暉 夫 

東京大学理学部 八 杉 貞 雄 ネ 

三菱化成生命科学研究所 山 形 連 ぬ 

北里大学医学部 古 里 勝 利 ネ 

( 水 : 世話人 ) 

事務局 〒 466  名古屋市昭和区 鶴舞 m765 

名古屋大学医学部口腔覚科学教室内 

器官形成研究会事務局   

電話 052-741-2111 内線 2293 

「 第 _ 国初代培養肝細胞研究会」のお 知らせ 

日時 昭和 6W 年 6 月 日 

場所 徳島県郷土文化会館 ( 徳島市 ) 

出席，発表の 詳細は下記に 郵便にてお問い 合わせ下さい。 

初代培養肝細胞研究会 

事務局 

〒 770 徳島市蔵 本町 3 丁目 18 番地の 15 

徳島大学医学部酵素研究施設 酵素病理部門 

「 DGD 金谷晴夫博士記俳発行に 際しての寄付」会計報告 

先般， DGD27 巻 3 号を Dr Kanatani 

Memorial Issue: The Initiation of Development 

として発刊致しましたが ，下記の多くの 有志の方々； 、 ら御 寄付を戴ぎました。 厚く御礼申し 上げ 

ます。 
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0 御 寄付戴いた方々 ( 敬称略，五十音順 ) 

く 学会員 ノ 

阿久津四度， 浅島 誠 ，安部 真 Ⅰ天野 実， 雨宮昭南， 荒木正介， 伊井一夫， 池上 音， 

井坂三郎， 石田幸子， 石田寿老， 石原 勝倣 ， 浦 良治， 遠藤克彦， 遠藤浩 良 ， 大石浅子， 

大西奥 繭 ，岡田節人， 尾里 健二郎，小沢瑛二郎，押尾 茂 ，大日方 昂 ，片桐千明，加藤淑 裕 

河合 式，菅野義信，岸本 健雄 ，木下清一郎，大佐 守 ， 楠 慎一郎，工藤重治，久保田 宏， 

河野剛志，古賀克己，越田 豊 ，小嶋 学 ， 児玉隆治， 五島 喜 与太， 佐藤短打， 佐野 清， 

志田詩人，嶋田 拓 ，東海林隆次郎，白井浩子，梶山正雄，鈴木 博，関口 豊三 ，万 能 徳 ， 

高崎裕子，高橋延昭，高橋裕哉，高橋姉保子，竹内重 夫 ， 竹内 拓司 ， 田原 絆 ， 団 勝磨 ， 

固 まりな，利根川泰 遠 ，中内光昭，中沢 透 ，中江愚夫， 並木秀男， 能村哲郎， 野川宏幸， 

灰野 相，橋本有弘，長谷川通雄，浜口みやこ ， 原 幸喜， 日高敏隆，平本幸男，樋渡 宏 Ⅰ 

藤沢弘 介 ，富士 野 行男，藤原昭子，見 元紀， 細川和子， 堀田 凱樹 ， 三木梅子， 水野丈夫， 

水野三木朗，三田雅敏，毛利秀雄，森岡清和， 森脇和郎， 矢崎育子， 八杉貞雄， 安田室生， 

安堵郁夫，柳沢富雄， 山懸 敦子，山形達也， 山上健次郎， 山崎君江， 山名清隆， 山木謙也， 

古里勝利，米田満 樹 ，若松佑子，渡辺一雄，長浜嘉幸 (101 件 ) 

く 会員外の方 ノ 

田口茂 敏 ， 菊 1   1 栄 ，後藤昌之 ( 培 風蝕 ) 

吉富製薬株式会社中央研究所 C4 件 ) 

以上 10.,W 件 総 額 1,185,000 円 

実収入 1,178,970 円 

く 内 訳 ノ 

収 入 帳 込 1,120 ， 000 円 

現 金 65,000 円 

支 出 郵便手数料 6,030 円 

実収入 1,178,970 円 以上 

昭和 60 年 12 月 27 日現在 

会計幹事 藤 原 昭 子 

事務局よ り 事務局長 安 増 郁 夫 

前事務局時代から 会長及び編集幹事の 皆様が鋭意進めておりましたアカデ ，ッ クプレスからの 

DGD の海外頒布が 19S6 年 -H 号から実現することになりました。 そのための，本学会と 学会事務 

セソ タコ学会事務センター とァカデ，ッ クプレスとの 契約がそれぞれ 7 月 2f 日と 10 月 1 日に完 

了しました。 いく っ の問題点があ り多少遅れましたし ，これから談合しなけれ ば ならない問題点 

CDGD のサプリメントの 取り扱いなど ) があ りますが，一応の 解決を致しましたことを 御報せ 

いたします。 又 ，学術会議の 登録に関しましても ， 10 月 28 日にかなり多くの 書類を運び込み ，や 
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つ と 11 月 11 日に登録団体になりました。 事務能力のない 幹事長ですが 幹事諸氏の協力で 学会の懸 

案のいくつかを 解決出来ましたことを 喜んでおります。 
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②植物 

          村 宰 予 埼玉県立熊谷商業高校 ①両生類・ タニシ 卯の初期発生 

②イモリ， アフリカツメガエル ， タニ シ 

    タ ロウ 
長谷川 頭 太郎 都立成瀬高校 ①両生類胚の 細胞分化，特にイオ ソ による影響 

(2)Rana@ japoni   a,@ Xenopus@ laevi   

MonaA.E.Rageh  群 大内分泌 研 ①再生とホルモ ソ 

比 校内分泌部門 ②イモリ， 燕 尾目幼生 

Essam  E.D.A.Moussad  同上 ①再生と神経 

②イモリ，紙尾目幼生 @ 熊大 ・ 医 ・三 卿 ①羊膜類に於ける 形態形成 

②マウス，チック 

            容 赦 江 愛媛大， 医 ・一 % ①内分泌腺の 形態形成・分化 Spinalcard キメラ 

②ラット， ウズラ 

浜 崎 辰 夫 上智大・生命科学研 ①硬骨魚の卵形成・                                   

② ヒ メダカ Oryzias latipes 

            靖 彦 東大・ 薬 ・薬品製造工学 ①発生現象における 振動現象の役割について 

② キ イロタ マオコリカビ   

Dictyostelium discoideum 

く 住所変更 ノ 新 住 所 

杉 浦 靖 夫 ( 自 ) 〒 343 越谷市千間合㌻ 2 せ んげん 台 パークタ ウ ソ 2 づ田 03 

富 士 暁 行 男 帝京大・ 医 ・薬理 

山 舗 直 子 酪農学園大・ 生物 

川 村 健 弥 酪農学園大・ 生物 

角 川 裕 造 明治乳業ヘルス ザイェソス 研究所 

引ヒ Ⅱ 巨ヴ 隆 ｜ ( 自 ) 〒 197 福生市熊川 478 

大 石 昇 帝京大・ 医 ・基礎 R l 室 

二 木 馨 早稲田大・教育・ 生物 
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野 呂 知 力 H  子 国立武蔵 療養所神経センター 

天 野 寿 一 東工大・ 理 ・生物 

漆 原 秀 子 筑波大・生物科学系 

藤 井 孝 朗 萬有製薬開発研究所 

梯 正 之 広大・総合情報処理 セ ソタ一 

中 島 晴 子 ( 自 ) 〒 460  名古屋市中区 栄 1-13-20-203 

く 退 会 ノ 

三 角 優 子， 小 山 正 和 

  
く訂 正 ノ 

51 号 210 上から 3 行 目 

誤 正 

佐 野 清 ( 北里大・助教授 )  一 つ 講 師 " ----" 
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( 賛助会員コ 

組織培養はパイレックスコーニンバの 岩城硝子㈱ ( 〒 100 千代田区丸の 内 3-2-3) 

TEL 03-214-7401 

生物学・生態学洋書のことならクリーン 洋書㈱ ( 〒 211  川崎市幸区小倉 610-1-506) 

T.R  L  044-533-0470 

  

日製産業株式会社 ( 〒 453 名古屋市中村区 名駅 4-6-18  名古屋ビル 内 ) 

発生学をはじめとする 生物科学書の 出版社・ 培 風蝕 ( 〒 102 千代田区九段南 4-3 円 2) 

最良の選択ファルコン 組織培養器具ベクトン・ディッキンソン・オーバーシーズ Inc. 

( 〒 107  港区赤坂 8-5-84  高膝ビル )  T  E  L  03-403-9991 

マウス・モノクローナル 抗体 ( アロ抗体 )  は明治乳業㈱ ( 〒 104  中央区京橋 2-3-6) 

T  R  L  03-271-4333 

三菱化成生命科学研究所 ( 〒 194 町田市南大谷 11) 

科学の技術に 奉仕する理工学社 ( 〒 113 文京区 本 駒込 5-9 円 0) 

TEL 03-928-5211 

次代を担うバイオテクノロジ 一和 研薬 株式会社 ( 〒 606 京都市左京区北自川西伊織 町 25) 

タイプ別コラーゲン 抗体は㈱アドバンスヘ ( 〒 103 中央区日本橋小舟町 5-7) 

TEL 03-667-1551 
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日本学術会議法の 改正によって ，従来の科学者による 直接選挙によるものから ，学術研究団体 ( 学 協会 ) を基礎とする「推薦脚」と 
なった新しい 会員選出制度の 下に選ばれた「 第 n3 期日本学術会議」は ，去る 7 月 22 日発足しました。 そして，このたび 開かれた第 99 回 
総会は 0 月 23 日 -25 日 ) において， 第 1.3 期における活動の 基本的立場と 具体的な探題を 明らかにした「第 1.3 期活動計画」を 決定すると 
ともに，実際の 活動の舞台となる 常置・特別委員会の 設置を決定しました。 その概要は，次のとおりです。 
第 13 期日本学術会談は ，「第 13 期活動計画」に 盛られた課題の 具体化に当つては ，今後とも学協会と 密接な連携を 保ち．逐次 お 知ら 
せしていく考えでいますので ，広く多くの 科学者の御理解を 賜る よ うお願い い たします。 

活動計画 
ち ・創造性豊かな 研究を発展させることが 必要であ る。 
日本学術会議は ，以上の諸点を 踏まえ，科学者の 総意を代表 

戦後 40 年 ，我が国における 科学・技術は 目覚しい発展をとげ・ して科学の精神を 高揚 し ， 21 世紀に向けて 望ましい科学のあ り 
経済の高度成長とともに ，国民生活の 向上に多大の 貢献をして 方を検討して ，総合的 宙 科学政策に指針を ぢ ・えることに よ り ， 

きた。 しかしながら ，近年経済・ 社会環境の激しい 変化を背景 国民の期待に 応えるとともに 人類の福利と 平和に貢献すること 

に， 様々な問題が 科学，技術のあ り方のうえに 生じている。 そ を 期するものであ る。 

の中には，科学と 人間との 係 わり方の根源を 問い直すようなも 
のも含まれている。 また，国際社会における 我が国の地位の 向   重点目標 笛竹 期 活動引画の重点目標は 。 ， 次のとおりとする。 
上も加わって ，科学の面における 我が国の貢献への 期待は国際 Ⅲ 人類の福 *M. 平和および自然との 係 わりにおける 科学の 
的に強まっている。 振興 

日本学術会議は ，創設以来，学術研究団体や 科学者との連携 科学・技術の 著しい発展は ，人間生活を 豊かにすると 同 

のもとに，その 目的・職務の 遂行に努力し ， 我が国の学術研究 時に，現代社会の 高度の複雑化とあ いまって，人間社会に 
体制の整備についての 重要な勧告等を 行い，研究所の 設立など 新たな緊張をもたらし ，人類の福利・ 平和および自然環境 
を 含めて数々の 業績をあ げてきた。 また，国際協力事業への 参 を 脅かすのではないかとの 疑念を招いている。 人類の福 

加 をはしめとして 世界の学界と 捉拷 しつつ，科学の 進展に貢献 祉 ・キオ U および自然との 係 わりを十分に 考慮しつつ，科学 

してきた。 しかしながら ，創設後 af 年余を経た現在，科学を 取 の 絵合駒振興をはかることは ， 2U 世紀へ向けての 極めて 重 

り 巻く情勢は，国際的にも 国内的にも著しい 状況の変化を 生じ 要 な課題であ る。 これは，人文・ 社会お ょひ 自然科学を網 

た 。 学術研究団体を 基礎とする新しい 会員選出制度のもとに 発 羅 した本会議の 特長を十分に 発揮してこそ 可能となるもの 
足した第 13 期日本学術会議は ，本会談の創設以来の 基本的精神 であ る。 科学の振興・ 発展の人間・ 社会への望ましい 貢献 
を 堅持しながら ，改むべきは 改め，一層の 成果をあ げるべく 努 および自然界への 好ましくない 影響の防止への 具体的構想 
カ するものであ る。 を 樹立し，あ わせてこれに 対応する社会の 体制整備に明確 

日本学術会談は ，総合的な科学政策に 関する重要事項を 自主 な 指針を提示する。 
的に調査・審議し ，その実現をはかる 機関としての 使命 ど 役割 なおまた，今日の 社会的現実か 提起している 複雑な問題 

を 確認したうえで．会員の 科学的知見を 結集し，時代の 要請に を 解決するには ，既成の個別的学問領域のみでは 十分に対 

即応しつつ将来を 見通した基本的理念を 確立し ， 我が国におけ 応 し得ない。 多くの学問領域が ，その独自性を 保ちつつ， 
る 学術研究の一層の 推進をはかるために ，本会議の本来の 目的 共同の努力を 行い，学問の 内容・体系の 変革にまで進むこ 
を， 次の祝占から 実現することが 必要であ ると認識した。 とによって，総合的な 研究のあ り方を追求することが 姥 、 要 

。 人文・社会お ょひ 目抜科学を網羅した 日本学術会議は ，全 であ る。 人間性の尊重を 基礎とした科学の 発展のための 条 

学問的視野に 立ち，学術研究団体を 基盤とする科学者の 代表 件 整備，学際・ 複合領域および 総合的学問研究の 的確な方 
機関であ ることを認識して ，全科学者の 参 力 n と意見の集約を 向 づけ等を明らかにすることは ノ 、 須 条件であ る。 

真摯にはからなければならない。 さらに，本会議が 集約した (2) 創造性豊かな 基礎的研究の 推進と諸科学の 整合的発展 
科学者の意見が 政策に反映する よう， 他の学術関係諸機関と 科学・技術の 発展には，基礎的研究の 推進が不可欠であ 
協議のうえ，その 役割分担を明確にしつつ ，これらとの 連携 ることは言をまたない。 我が国の科学の 国際的地位の 確立 

の 強化をはかる 必要があ る。 をめざし，その 発展に向けた 長期展望・指針・ 将来計画の 

また，学術研究団体を 基盤とする日本学術会議は ，このた 策定についての 基盤となる創造的な 基礎的研究の 推進に積 
び 法制化された 研究連絡委員会の 重要性を認識しその 活動を 極 的に取り組む ノ要 かあ る。 

強化するとともに ，学術研究団体の 活動を助長し ，研究基盤 また．学術の 領域は広範多岐であ り，それぞれの 領域 ご 
の 強化をはかり ，高度化する 科学の発展に 貢献する必要があ   。 とに方法論も 異なり研究者の 求めるものに 大きな違いか め 
  
我か国の科学者を 内外に代表する 機関であ る日本学術会議 @  るにとに思いをいたし れそれに適した 百体策を講ずることにより ，それぞれの 研究者の声を 品 科学の整合的 聞き，そ 

発展をはかる 必要があ る。   研究の強化を まず・ 創翼 性の基礎となる 積極的にはかる。 個人の着想を 一方においては 重視し・ ，学術研 革新的 

日本学術会議は ，真理を探求するという 理念に立脚し ，科 先体制や社会，産業構造等に 内在する創造性をは はむ 負の 
学の将来への 展望をひらいていくため ，科学の開かれたあ       要因の解消に 向けて建設的提言を 行 う なと基礎的研究推進 

カと 国際性を重視し ，学問・思想の 自由の尊重と 研究の創意 のための条件整備のあ り カ   について，根本的検討を 加える。 

への + 分な配慮のもとに ，長期的かつ 大所・高所の 視点に立・   とりわけ，他の 先進諸国に比較して 我か日の学術情報   
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資 利の整備は著しく 不備であ る。 創造的な学術を 振興する 

ための基盤整備の 一環として，絶えず 我が国の学術情報・ 

資料の全般にわたる 状況を把握し ，その蓄積・ 処理・利用 
の方策を審議，提言していくことが 必要であ る。 

(3) 学術研究の国際性の 重視と国際的視野の 確立 
我が国の学術研究の 国際交流・協力のあ り方について ， 

これまで本会議が 築いてきた実績の 評価を踏まえっ っ 根本 

的検討を加える。 さらに，相互理解と 互恵を基礎とした 発 

展途上国に対する 共同研究の推進，技術協力・ 技術移転・ 
共同開発のあ り方等を検討する。 このようにして．先進 

国・発展途上国双方との 国際交流・協力の 基本姿勢および 
その抜本的充実方策を 明らかにする。 

また，科学・ 技術の急速な 発達に伴って 重大な影響を 受 
けつつあ る国際的な政治・ 経済・社会関係を 諸科学の学際 
的 研究によって 分析し，そこで 生じた諸問題についての 解 

決の方策を究明する。 
そのためには ，学術研究の 国際性を重視して ，その国際 

交流の諸条件を 整備し，全世界の 科学者と協力して 科学の 
望ましい発展に 貢献するための 努力を払っていくことが 必   

要 であ る。 

課 題 

上述の重点目標にのっとり ，現下の最重要課題に 対応し 
第 13 期中に，報告・ 提言等の形での 成果を得べき 課題を選定 

する。 

これらの課題については ，研究連絡委員会の 協力を求め 多 
数の学術研究団体と 密接な連携を 保ちつつ，広く 英知を結集 
して総合的に 審議し，適切な 報告・提言等を 行 う ものであ る。 

なお，これらの 課題の審議に 当っては，必要に 応じ中間祝 

告 又はその他の 形で随時報告を 行うものとする。 
Ⅲ 人類の福祉，平和および 自然との 係 わりにおける 科学の 
振興 
この課題の重要性については ，既に述べたとおりであ る 

が ， 本 課題については 直接に関係する 学問だけでなく 広く 

諦 科学が積極的に 関与 す べきであ ることを十分に 考慮し ， 
その力法と課題を 検討する。 当面，次のサ ブ テーマ等につ 

いての問題，占および 今後の展望をはかろうとするものであ 

  
く サ ブ テーマ ン 

① 人類の福祉・ 平和および科学 

② 科学者の倫理と 社会的責任 
③ 医療技術と人間の 生命 
の 生命科学と生命工学 
⑤ 高齢化社会 
⑥ 生物資源，食糧と 環境 
の 資源・エネルギーと 文化，経済・ 環境 
⑧ 高度情報社会 
⑨ 平和研究機構 
(2) 創造性豊かな 基礎的研究の 推進と諸科学の 整合的発展 
本 課題は，日本学術会議が 恒常的に取り 組むべき課題で 
あ るので科学者の 創造性を最大限に 発揮するため ，研究の 
自由を保障し 科学者の地位を 高めるための 努力をすると 
ともに，創造性に 富んだ研究者の 養成．研究基盤の 強化と 
研究の活性化，我が 国の研究費のあ り方，創造的研究醸成 
のためにノ要な 条件整備の課題等について 問題点を明らか 
にし，積極的提言等を 行うものであ る 0 

く サ ブ テーマ ン 

① 研究者の養成 
② 研究基盤の強化と 研究の活性化 
③ 学術動向の総合的分析と 長期研究計画の 検討 
①研究費のあ り方 
(3) 学術研究の国際性の 重視と国際的視野の 確立 
我が国の国際的地位の 向上に伴い，学術研究の 面におい 

  
  

  
  
  

  

ても我が国に 対する国際社会からの 期待が増大してきてい 
る。 世界の科学者と 提携して人類の 平和と福祉を 促進する 
よう 努力するとともに ，特に発展途上国に 付する学術的な 

協力の方策について 検討を行 う ものであ る。 

く サ ブ テーマ ン 

①学術研究の 国際交流・協力のあ り方 
② 国際協力研究事業 
③ 国際的な学術研究機構のあ り方 
① 技術協力，技術移転・ 共同開発問題 
⑤ 国際関係問題 
3  第 l3 期日本学術会議の 具体的活動の 重点 
各委員会の審議を 通じて・あ るいは個別に 日本学術会議の 

業務を円滑にするため ，下記の具体的活動を 重点的に行う。 
(1) 国際交流・協力事業の 拡充を行う。 
(2) 研究連絡委員会の 見直し，活動の 活発化をはかる。 
㈹ 重   む目標について ，諸科学の協力のもとに 整合性のとれ 

た 審議の促進をはかり ，その成果を 講演会・シンポジウム 

の 開催等により 広く一般に公表する 0 

(4) 重要にして緊急性のあ る勧告等を建設的に 行 う 。 
(5) 広報活動の充実をはかるなど 学術研究団体との 連携強化 
に 努める。 

4  委員会 
常置・臨時 ( 特別 ) の委員会は， 現 会員の意見を 反映させ 
前期の申し送り 事項をも踏まえて 次の基本 カ 到に基づいて 設 
匿 する。 

臼 ) 常置委員会設置の 基本方針 
目的・任務に 即して日本学術会 織 として恒常的に 調査   
審議を進めていく 必要があ る事項について ，個々の委員会 
の 職務を明確にしたうえで 設置する。 

(2) 特別委員会設置の 基本方針 
豆占目標．課題に 即して，長期的展望を 踏まえて分任期 
中に調査・審議の 結果，勧告，要望・ 諮問答申として 取り 
まとめることが 望ましい 車頃 に ついて設置する。 

常置委員会 
第 1 常置委員会一一研究連絡委員会活動活性化の 方策及び日本 
学術会議の組織等に 関すること。 

第 Z 常置委員会一学問・ 思想の自由並びに 科学者の倫理と 杜 
全的責任及び 地位の向とに 関すること。 

第 3 常置委員会一学術の 動向の現状分析 及ぴ 学術の発展の 畏 
期的 動向に関すること。 

第 4 常置委員会一創造的研究醸成のための 学術体制に関する 
こと及び学術関係諸機関との 連携に関すること。 

第 5 常置委員会一一・ 学術情報・資料に 関すること。 

第 6 常置委員会一国際学術交流・ 協力に関すること。 

特別委員会 
医療技術と人間の 生命 資源・エネルギーと 文化・経済・ 環境 
生命科学と生命工学 高度情報社会 
高齢化社会 国際的学術研究機構 
生物資源・食糧と 環境 国際協力事業 

多数の学協会の 御協力に よ り，「日本学術会 撰 だより」 
を 掲載していただくことができ ，あ りがとうございます。 
なお，御意見・お 問い今わせ等があ りましたら下記まで 
お 寄せください。 

〒 106 港区六本木 7 一 22 一 34 
日本学術会議広報委員会 
( 日本学術会議事務局庶務課 ) 
電話 0 3 (4 0 3) 6 2 9 1 
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む か しべ つ 

皿 
ライフィンダスト ソ 一の三菱化成が 採血から 炉過 まで一貫国内生産 

最終 淳過は孔径 0 ・ ル m の パ ンブレンフィルター 使用 

  生後 24 時間以内で初乳を 飲む前の新生俘牛から 採血 

新生梓生血清 生後 2 週間以内の新生俘牛から 採血 

成 生血清 @.5 才以上の牛から 採血 

Armour  PharmnaceuticaI Company  (U.S,A.) 製造 

(Rehat Ⅲ n ⑪Ⅰ． S.) 

  
仔 生血清 生後 l6 週間以内の仔牛から 採血 

何れもロットチェック 用サンプルを 提供致します ;   
〒 l00 東京都千代田区九の 内 2-5-2( 三菱ピル )  大阪支店 イヒ成 品部門 名古屋支店Ⅰ ヒ成 品部 ト Ⅰ 

呑 0%28 の 679l( 直通 ) 呑 06(208)4560( 直通 ) 呑 052(56 め， 2556( 直通 ) 

東京支店化成品部門 九州支店化成品部門 
君 03(283)6l00( 直通 ) 0092(291)8891     
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増殖を支える 大きな力、 組織培養用培地 
目木製薬から   

Ⅱ高圧蒸気，成箇可能   
KM 含有 NaHC0 ，・」 -Gln 不合 イーグル M 巨 M 培地の 

日高圧蒸気滅菌可能 KM 含有 NaHoo,   」 -0ln.PR 不合 イーグル M 巨 M 培地② 
高圧蒸気滅菌可能 
NaHoo,.L-G@n,PR.KW 不合 イーグル MEM 培地③ 
Ⅰ高圧蒸気成苗可能 浮遊培養用 
KM 含有 NaHn0l ・」 -Q@n 不合 イーグル M 三 Mt 吉士 也 ① 

Ⅰ高圧蒸気滅菌可能 」 - ㎝ n.L-Are. 」 - 」 eu.L-M KM 含有 ㎝・」 甲 NaHCo3 ho 不合   イーグル M 三 M 培地⑤ 
Ⅰ高圧蒸気滅菌可能 
NaH00 ，・ L-Qln 不吉 

イーグル BM 三 * 吾地 

  イーグル M 巨 M アミノ酸ビタミン 培地 

Ⅰ NaHoo3 不合 フィッシヤ一の 培地 

■高圧蒸気成苗可能 
KM 含有 NaH00 ，・」 -Ghn 不合 

三 S 培地 

Ⅰ NaH00 ，不吉 ハンクス 液 ① 
Ⅰ NaH00l ・ PR 不合 ハンクス 液 ② 
Ⅰ NaHoo, 不合 

アール 液 

ダルベッコ PBS(@@ 》 牡 
Ⅰダルベッコ P 巳 sS 用 金属塩類溶液 

Ⅰ NaH00 ，不合 ダルベッコ空法イーバル 培地① Ⅰ無菌凍結乾燥 
グノン タミン 

Ⅰ高圧蒸気滅菌可能 
NaHnn@. 」 -.fi@n 不合 ダルベッコ空法イ - グル培地②。   
Ⅰ NaHoo, 不合 

  l991 音 地   

㌔ NaHoo, 不合 
ハム 臼 2 培地 

Ⅰ NaH00 ，不合   RPMIl6401 音 * 也 ①   
電話 0 3 (9 l 8) 8 l 6 6 ㈹ 

Ⅰ高圧蒸気滅菌可能 
NaH00@. 」．， 引 n 不合 RPMIl640 培地② 営業所 東京・関東・ 大阪・名古屋・ 広島・福岡・ 仙台・札幌 
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日 l ロ ヨ ⅡⅠ ノ Ⅹ 
シ フ 。 マ 

  お 求め 
  。 日本特殊薬品では、 コメリ か シグマ 社 と代理店 
契約を結び、 シグマ 社 最新 ヵ夕ロヴ の全製品を、 
下記の要領で 簡単にお求めれただけます。 

  
り シ クマ社の製品一切 は   ご使用者への 直結販売にかぎします。 の遠隔地への 送 
運 。 i こ @ ま   荷造り   送料を実益申し 受けます   少 且の場合には   代金 ち   換えにてお 
願いすることがあ ります。 0 汎用品はできるだけ 常 蔵 しています；     品切れ．その   他の場合は約 l 力 月のうちに取りよせます。 ( 船便のときは 約 2 カ月後 ) 

  
( シグマ 社受権 代理店 ) 

日本特殊薬品株式会社   
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温度 +5 せ 十 S で +5C 
    - 何 せ -165 せ 一 45 せ 

価 格 26 万円 3n.5 万円 32 万円 

Ⅹその他いろいろなタイプがあ りますⅠ 

  

一 " 。   

 
 

 
 

 
 

 
 
 
   

LP-M ㏄ 
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N K 武人工気象 器 
植物の育成、 小動物 ( 昆虫 ) 飼育の本格派 ソ 

型式 LH-IOO´PH-100´H-100 
仕倣 一 RD 型 一 RD 型 -RDP 型 

窩買鴬 % 安 3 ㏄ 炎蕊 83 ㏄ 炎篤 93 ㏄ 交篤 8 
温度 ナ 5 で +10 せ +5 で 
範 囲 -45 で -45 で -45 せ 

価格温度のみ 47 万円 湿円 且皮 7 付防 ・ プロバラ ム ee 付 万円 
光その他いろいろなタイプがあ ります。 

  

虹 Ⅴ 

NKB 一 VS 一 850 
￥ 780,000 

NKB 一 VS 一 1300 

￥ 880,000 

 
 

ブ
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気
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い
の
ま
ま
 

Ⅱ
Ⅰ
 

Ⅰ
 
叢
 
ナ
 

プ
レ
 

式
 移
設
、
 

K
 
立
 

N
 
組
 

回 
● LH 型 干 5,0-45 で 

価格 1 坪 1,190.000 円 
より各種 

Ⅰ LP 型 十 18 色 -45 で 

価格 1 坪 1,290.000 円 
より各種 

未詳細はプレハブシリー 

ズカタログをご 請求下 
さい。 

  

NK 式 クリーンベンチ ( 垂直層流両面型 ) 

無菌作業の能率アップに ソ 

NKB 一 VW 一 850 

￥ 1,200,000 

NKB 一 VW 一 1300 

￥ l,500,000 

<W@> 株ま鉗 日本 医 化器械製作所 
本 社 〒 550 大阪市西区江戸掘 l 丁目 19 番 224 号 電話大政 06(443)0712 ㈹ 
東京営業所 〒Ⅰ㏄東京都府中市 臆町 7 0 5 3 一 4 色法府中 0423(65)3245 ㈹ 
工 場 〒 683 羽曳野市 杓ケ谷 5 番地 47 号 Ⅰ括 れ 五打 072 町 5 目 11919 ㈹ 
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輸入販売 BeCton  先 Dickinson  Over 守 eas  lnc. 化 Becton  Dickinson  Ⅱ abwa ア e 
ベクトン、 ヂイソ キンソンオーバ - シーズインク ベクトン、 升 ツキンソンラブウェア 一事業部 
〒 l07 東京都港区赤坂 8 一 5 一 34 葛藤ビル TEL 03(403)999l( 代 ) DiviSon@ of@ Becton@ Dickinson@ and@ Company 

● 日 ・ D. ファルコント 引 con 、 フライマリアは べク トスディッキンソンアンド ヵン @- 一の商標です● 日甜 on 琉 kinson Lab 胴穫 はべクトン、 カッキソン ア ン ドヵンパ r= の事業 都 です 

1957 年、 糸 膵哉 培養器具にプラスチックの 時代が始まった。 

レ コン組織培養 
1956 年Ⅱ用、 米国三 mern;yville の海軍微生物研究所 なうさまざまな 問題点を一挙に 解決し、 組織培養 
では、 人や動物の細胞をポリスチレン 製ディッ シ の分野に大きな 前進をもたらしました。 

コで 培養することに 興味を示しましだ。 そして今日まで、 ファルコンの 活動は 、 よ 

このことにい ろ 早く着目した フ アルコンで りすぐれた組織培養器具を 開発すること 

は 、 フラスチッ ワ 表面における 細胞の付着 

や 増殖について 研究を進め、 ィ 957 年ついに の 成果として、 最近ではより 高度な表面 

組織培養処理を 施した高品質の ブ ラ 処理を施したフライマリア 組織培養器具を 
スチツワ製ディツシュの 開発に成功 あ 届けすることもできましだ。 

致しましたり 組織培養の進歩とともに、 ファルコン 

それほ、 ガラス製器具の 使用にとも は 常に新しい可能性をもとめ 続けま す 。 

 
 

 
  
 
 
 

 
 

 
 

  

 
 



ナコンピ 上 一タ制御可能です。 
士妾続 コンピュータのキーボード、 あ る 

いは プロバラムによりマルチスキャン 

MCC を直接制御することができます。 

大従来のマルチスキャン MC の機能、 イタⅡ 

えば データの取り 込みや 7 つの測定 

  モード等も継承しています。 

ぉ ㊥大日本製薬株式会社 ラボラトリープロダクツ 部                                                                                             @ 号 @%. ① 円 ow Ⅰ aboraato Ⅲ les 
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ミニゲル電気泳動システム く ミューピッド イ ) 

従来のミューピッドにポリアクリルアミドゲル 調製用カバーが 

ィす きました。 ア ガロースゲル 同様、 簡便な使用が 可能となりま 

した。 

のお一人に一台以上。 

e 安全、 軽量、 簡単な操作。 

e 学生の実習用など 教材としても 最適。 
% き随の別売もして お します。 (PAG 温調製用カバ 二 電源及びゲルメーカーセットを 含む ) 

 
 

  

  

e 全血清 ( 留分 ) の凍結晶、 高 力価 。 

庄 細胞骨格研究用等にお 使いください。 

 
 

  

  

  

品 名 ( 抗原由来 コ 特 異 性 

( ウサギ ) 抗 タイプ 1 , コラーゲン ヒト 人 ラットと交差あ り。 タイプ 1I 、 W コラーゲ 
(Anti Co Ⅱ zagen,type 工 )  ( ウシ 真皮 コ ンと 交差せず、 タイプⅢコラーゲンと 僅かに交差 

(EL に A 法 ㌔ 
  
( ウサギ ) 抗 タイプ 11 . コラーゲン ヒト 及 ラット と 交差あ り。 タイプ 1 、 11I 、 W コラー 
(Anti Co Ⅱ・ aeen,typeII)  ( ウシ 関節軟骨 ) ゲ " ノと 交差しない (E 」 lSA 法 ㌔   
( ウサギ ) 抗 アクチン 非筋 細胞アクチンとも 交差する。 檀特異性は殆ど     

(Anti Actin)  ( ニワトリ胸筋 ) なし。 

  
  

( ウサギ )  抗 ミオシン 共柄細胞ミオシンとも 交差する。 檀 特異性は殆ど 
(Anti Myosin)  ( ニワトリ胸筋 ) なし。   
( ウサギ ) 抗 チュブリン ヒトと 交差する。 
  (Anti T り bu Ⅱ rn) C ラット 脳 )   

。 ( ウサギ ) 抗 5-l00 蛋白 ヒト 、 ラット、 マウス、 ウナギ と 交差する。 
(Anti S-l00 Protein) C ウシ脳 ) 

  

， ( ウサギ ) 抗 黄体形成ホルモン づ ( 」 H.p) ヒト 、 ラット、 マウスと交差する。 
(Anti 」 uteinizingHormone, の (Anti LH. の 

て ヒツジ下垂体 ) 

Ⅹ近日、 抗タイプⅢコラーケン・ 抗 タイプⅡコラーケン・ サ タイプ   V コラーゲン等を 新発売 い たします。 お間合わせは、 下記まで 

ご連絡ください。 
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低温水棲生物生理実験装置 
低温水棲生物の 生理実験用装置。 極寒冷地の植物性・ 動物性プランクト 

ン， ウニ， ヒトデ，ベントス 等に最適。 水槽・温度調節装置，照明装置 

を 装備。 6 樽 分離独立。 温度制御範囲は 一 5 で一 +30 で。 照明装置 ( ク 

一ルレイランプ ， 熱線吸収ガラス 30,000 円 Xo 照度・照明 

時間の自由設定可能。 

卵稚仔 温度反応試験装置 
水生生物の卵・ 稚 仔の環境温度に 対する反応研究用に 最適の装置。 

試験管 88 本により環境温度勾配を 広範囲に一定保持。 実験対象の各 

部位置温度を 時間経過に従がって 記録。 照度も自由に 選べる照明渠 

置 。 小型多点温度記録装置が 特長です。 

卵稚仔 温度反応試験装置用馴致装置 
卵稚仔 温度反応試験装置 (TG ll 一 8) の馴致用装置。 本 装置は 6 槽 

に 分離独立。 水槽ことに温度設定が 可能。 各槽 ごとの試験管挿入 可 

能 。 卵稚 仔を反応装置 (TGl@-8) に入れる 前 準備に、 また分類作業 

に 最適。 温度制御は正確，広範囲に 温度設定が可能。 

ランワトン培養装置 
動植物性プランクトンの 海水培養用装置。 幼魚・稚魚等の 飼育も可 

能 。 2 ポリェチレン 円形 2 重水槽。 外側 槽に 56 温度制御。 制御 範 

囲 5 一 35 で。 ヒーター，クーラー 自動切換 式 。 照明装置は高出力 蛍 

北打。 洸貴調節・照明時間の 自由変更可能。 海水循環 

酸素補給・水質維持装置付。 
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酸素 廿タ 甲 

( 溶存酸素による 

ミ トコンダリア 及び細胞懸濁液の 溶存酸素減少による 呼吸率の測定は 、 古くから 行 
なわれて来ました。 懸濁液を入れる 密封容器の取扱いはかなりむずかしく、 その容器 
の 変更も困難でしたが、 この容器は ェ ・ 5m1 ～ 5mT までの容量の 変更が容易であ 
り 、 試薬を懸濁液に 投入したり、 懸濁液の一部を 密封状態のま ト 取り出す事が 出来ま 
，す 。 、 セルはウォータージャケ ツト がついていますので 精密な温度コントロールが 出 

    

  

フルスケール 全幅移動可能 
      OOK ㏄～無限大 ( レンジに よ る ) 
2 5 Omm 幅 
6 段変速 ( 樺準 最少 2. 5mm/min)   
AC1 00V@ 

  

  

一 恭一 



O
 
T
 

A
 
K
 

n
 

。
Ⅰ
 

ぬ
 

S
 
士
 
で
 

S
 
王
 
用銭染色キット 

シルバーステイン KANTO は 、 蛋白・核酸を 高感度 
で簡単に検出できます。 

シルバーステイン KANTO は、 現像が緩やかに ず すむよ 

うに調製されています。 現像停止のポイントを 判断しや 

すく美しい染色 像 が得られます。 

c"t.No.57650 Silve で S 十 ㎡ n KANTO 
電気泳動用銀染色キット・シルバーステイン KANTO 

スラブゲル (l40mmxl40mmx@.omm) 25 枚 分 

l 一     
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0 ， Farrell 
二次元 日 
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関東化学株式会社試薬事業本部 l03 54l 東京都中央区日本橋本町 大阪市東区五町 3 丁目 l 番地 3-7 03(663)7631 06(222)2796 



● 無 笛生産 叫 00% リークテスト 
コ一 = シメ の 彊糠 培養用 哩品は 、 無菌環境で作られています。 このた コーニンバのフラス ニ は、 全数圧力試験を 行っております。 また厚手に 
かシ テリアは勿論Ⅱ 篆械 油の蒸気やほこり 等の付着もなく、 培養特 成形されていますの で 、 リーク や クラツ ク の心配はあ りません。 

性が安定してし・ます。 Ⅰ タカ レシールキヤ ップ 

Ⅰフォームラック ダフルシールキヤ ップ は、 容器の口部内側と 端部の 2 箇所でシール 

コ一 ニンバの 遠沈管 ・培養 皆 には、 フ オームラツク 付きがあ りますい 灰 するもので、 漏洩を完全に 防ぎます。 
納や運搬に便利なうえ、 ブタ ツキ がないため侍をつけることがなく、 Ⅰクロスコンタミネーション 防止 

沈没 物 が再浮遊する 心理もあ りません。 マイクロプレートは 、 孔が独立しており、 クロスコンタミ 甫一シ目ンの 

危條 があ りません。 

中表面処理け．親水性と 佃 

胞 @ 和性を与えるもので   
" 一テ ' ング でけあ りません   
Ⅰ 三 TO け ・エチレン オ キサイ 

ト ガス 漱苗 です   
Ⅰ 存 拉け カタしグ をご砧木 (   

雙 ㌍ 0 マイク コ 24 孔 、 平底、 藍 付き l 50 スチロ - ル 樹 脂 0 ァ 線 
258 ㏄ プレ - ト g 打 L 、 平底、 薫 付き @  50       

岩城硝子株式会社 本社 大阪支店 M 売 部 容 君 03(2l4)740@( 06(362)629l(f イ 七 七 ) ) 九店 洲鳥 立文 広広 な な 092(45l)5 0 鮭佗 W8)029 ㏄ 6( Ⅹ 代 代 ) ) 
本 社 ノ 〒 l00 東京都千代田区九の 内 3 一 2-3 % 士ビ 功 名古屋支店 む 052(2l け 3855t 代 ) 札幌営業所 笘 0ll( ね @) 抽 17( 代 ) 

 
 

  


